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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流入水から油分を分離、除去して排水する油水分離桝であって、
　前記流入水が通水する桝本体と、
　前記桝本体の内部に所定の間隔をおいて配置され、当該桝本体の内部を上流から下流に
向けて複数の槽に仕切るための複数の仕切壁と、を備え、
　前記複数の仕切壁のそれぞれは、前記桝本体の側壁の上端よりも低い位置から前記桝本
体の桝底に向けて形成され、当該仕切壁の上端よりも低い位置に、前記複数の槽のうちの
、隣接する槽間を連通する連通口を有し、
　前記桝本体の側壁は、
　前記複数の槽のうちの最上流側の槽である流入槽に流水を流入させるための流入口と、
　当該桝本体の側壁の上端から、前記連通口よりも高くかつ前記仕切壁の上端よりも低い
位置まで形成された、前記複数の槽のうちの最下流側の槽である排水槽から流水を排水さ
せるための常用排水口と、
　当該桝本体の側壁の上端から、前記仕切壁の上端と同じ高さの位置まで形成された、前
記流入槽から流水を排水させるための溢水防止用排水口と、
　を有する
　ことを特徴とする油水分離桝。
【請求項２】
　請求項１に記載の油水分離桝であって、
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　前記溢水防止用排水口から前記桝本体の外部に排水される流水を受けて排水溝へ導く中
継溝を有し、
　前記中継溝の側壁は、前記溢水防止用排水口を囲むように、当該溢水防止用排水口の正
面の位置において前記桝本体の側壁の上端の高さの位置まで設けられて当該溢水防止用排
水口の両側の位置において前記桝本体の側壁につながっている
　ことを特徴とする油水分離桝。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の油水分離桝であって、
　前記連通口は、前記仕切壁の上端および下端からそれぞれ高さ方向に離れた位置に設け
られている
　ことを特徴とする油水分離桝。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、流入水から油分を分離、除去して排水する油水分離桝に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、法面に設けられた小段等に設置され、上流側の排水溝を流れる雨水等から油分を
分離、除去して下流側の排水溝に排水する油水分離桝が知られている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、油吸着部材を用いることなく、流入水から油分を効果的に分
離、除去することができる油水分離桝が開示されている。この油水分離桝は、桝内を複数
の仕切壁で仕切ることにより上流から下流へ向けて連続して設けられた複数の槽を有して
いる。そして、最上流側の流入域に配設された槽が流入槽として機能し、最下流側の排水
域に配設された槽が排水槽として機能し、流入域および排水域の間に位置する油水分離域
に配設された槽が油水分離槽として機能する。
【０００４】
　ここで、各槽は、槽間を仕切る仕切壁に設けられた連通口を通して、隣接する他の槽と
連通している。上流側の槽に流入した雨水等に含まれている油分が、その比重により水面
領域に移動し、下流側の仕切壁により分離されて、それぞれの槽内に留まるため、油分が
分離、除去された雨水等が、この仕切壁の連通口を通して下流側の槽へ流入する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－１１５７２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載の油水分離桝を含む従来の油水分離桝では、つぎのよ
うな問題が生じていた。すなわち、ゲリラ豪雨等により、上流側の排水溝から、油水分離
桝の処理量を超える大量の雨水等が油水分離桝に急激に流入した場合、その一部が下流側
の排水溝に排水されずに、油水分離桝から法面へ溢れ出す可能性がある。
【０００７】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、溢水を効果的に防止する
ことができる油水分離桝を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明では、上流から下流に向けて複数の槽に仕切られた
油水分離桝において、最上流側の槽である流入槽に、溢水防止用の排水口を、最下流側の
槽である排水槽に設けられた常用の排水口よりも高い位置に設け、上流側の排水溝から流
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入槽へ流入する流入水のうち、流入槽の所定水位を超える流入水については、油水分離桝
で処理することなく、溢水防止用の排水口から下流側の排水溝へ排水するようにした。
【０００９】
　例えば、本発明は、流入水から油分を分離、除去して排水する油水分離桝であって、
　前記流入水が通水する桝本体と、
　前記桝本体の内部に所定の間隔をおいて配置され、当該桝本体の内部を上流から下流に
向けて複数の槽に仕切るための複数の仕切壁と、を備え、
　前記複数の仕切壁のそれぞれは、前記桝本体の側壁の上端よりも低い位置から前記桝本
体の桝底に向けて形成され、当該仕切壁の上端よりも低い位置に、前記複数の槽のうちの
、隣接する槽間を連通する連通口を有し、
　前記桝本体の側壁は、
　前記複数の槽のうちの最上流側の槽である流入槽に流水を流入させるための流入口と、
　当該桝本体の側壁の上端から、前記連通口よりも高くかつ前記仕切壁の上端よりも低い
位置まで形成された、前記複数の槽のうちの最下流側の槽である排水槽から流水を排水さ
せるための常用排水口と、
　当該桝本体の側壁の上端から、前記仕切壁の上端と同じ高さの位置まで形成された、前
記流入槽から流水を排水させるための溢水防止用排水口と、
　を有する。
　このような油水分離桝は、
　前記溢水防止用排水口から前記桝本体の外部に排水される流水を受けて排水溝へ導く中
継溝を有し、
　前記中継溝の側壁は、前記溢水防止用排水口を囲むように、当該溢水防止用排水口の正
面の位置において前記桝本体の側壁の上端の高さの位置まで設けられて当該溢水防止用排
水口の両側の位置において前記桝本体の側壁につながっているものであってもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明では、流入槽に、溢水防止用の排水口を、排水槽に設けられた常用の排水口より
高い位置に設けているので、流入槽への流入水量が排水槽に設けられた常用の排水口から
の排水水量より多く、このため油水分離桝での処理が追い付かずに流入槽の水位が上昇し
た場合、流入槽において所定水位に達した流入水については、油水分離桝で処理されるこ
となく、溢水防止用の排水口から排水される。したがって、本発明によれば、ゲリラ豪雨
等により処理量を超える大量の雨水等が油水分離桝に流入した場合でも、油水分離桝から
の溢水を効果的に防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本発明の一実施の形態に係る油水分離桝１の斜視図である。
【図２】図２は、油水分離桝１の平面図である。
【図３】図３は、油水分離桝１の正面図である。
【図４】図４は、油水分離桝１の右側面図である。
【図５】図５は、図４に示す油水分離桝１のＡ－Ａ矢視断面図である。
【図６】図６は、本発明の一実施の形態に係る油水分離桝の変形例１ａの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の一実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１３】
　図１～図４は、本実施の形態に係る油水分離桝１の斜視図、平面図、正面図、および右
側面図である。また、図５は、図４に示す油水分離桝１のＡ－Ａ矢視断面図である。
【００１４】
　本実施の形態に係る油水分離桝１は、例えば法面に設けられた小段に設置され、上流側
の排水溝２を流れる雨水等（以下、原水）から油分および土砂を分離、除去し、処理後の
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雨水等（以下、処理水）を下流側の排水溝３へ排水する。
【００１５】
　図示するように、油水分離桝１は、対向する一組の側壁１４、１５の一方の側壁（上流
側壁面）１４側から他方の側壁（下流側壁面）１５側に向けて通水される桝本体１０と、
桝本体１０の上流側側壁１４から所定の間隔おきに桝本体１０内に配置され、桝本体１０
の内部を、上流側側壁１４から上流側側壁１５に向かって連続する多段の槽（本実施の形
態では３段の槽１１～１３）に仕切るための複数（本実施の形態では２枚）の仕切壁２０
と、を備えている。
【００１６】
　この油水分離桝１は、仕切壁２０のそれぞれに設けられ、隣接する槽１１～１３間をつ
なぐ連通口３０と、上流側の排水溝２から最上流側の槽１１に原水を流入させるための流
入口４０と、最下流側の槽１３から下流側の排水溝３へ処理水を排水させるための常用排
水口５０と、最上流側の槽１１から下流側の排水溝３へ過剰な原水を排水させるための溢
水防止用排水口６０と、を有している。
【００１７】
　以下、桝本体１０内部の多段の槽のうち、最上流側の槽１１を流入槽１１と呼び、最下
流側の槽１３を排水槽１３と呼び、そして、流入槽１１と排水槽１３との間の槽１２を整
流槽１２と呼ぶこととする。また、複数の仕切壁２０のうち、流入槽１１と整流槽１２と
を仕切る仕切壁２０を上流側仕切壁２０と呼び、整流槽１２と排水槽１３とを仕切る仕切
壁２０を下流側仕切壁２０と呼ぶこととする。
【００１８】
　ここで、連通口３０は、各仕切壁２０の上端２０１および下端２０２からそれぞれ高さ
方向に離れた位置、例えば仕切壁２０の高さ方向の中央領域に形成されている。
【００１９】
　流入口４０は、桝本体１０の側壁１４～１７のうち、上流側の排水溝２側に位置する側
壁（本実施形態では、油水分離桝１が設置される小段の上方の法面側に向けられる側壁）
１６の上端１６０の、上流側仕切壁２０よりも上流側側壁１４側の位置に形成された切欠
きであり、上流側の排水溝２に連結される。
【００２０】
　常用排水口５０は、桝本体１０の側壁１４～１７のうち、下流側の排水溝３側に位置す
る側壁（本実施形態では、油水分離桝１が設置される小段の下方の法面側に向けられる側
壁）１７の上端１７０の、下流側仕切壁２０よりも下流側側壁１５側の位置に形成された
切欠きである。桝本体１０の桝底１０１から常用排水口５０の下端５０１までの高さ寸法
ｈ１は、桝本体１０の桝底１０１から仕切壁２０の上端２０１までの高さ寸法ｈ２より小
さく、かつ桝本体１０の桝底１０１から連通口３０の上端３０１までの高さ寸法ｈ３より
大きく設定されている。
【００２１】
　溢水防止用排水口６０は、桝本体１０の側壁１４～１７のうち、下流側の排水溝３側に
位置する側壁１７の上端１７０の、上流側仕切壁２０よりも上流側側壁１４側の位置に形
成された切欠きである。桝本体１０の桝底１０１から溢水防止用排水口６０の下端６０１
までの高さ寸法ｈ４は、桝本体１０の桝底１０１から常用排水口５０の下端５０１までの
高さ寸法ｈ１より大きく設定されている。
【００２２】
　油水分離桝１の下流側の排水溝３側には、下流側の排水溝３に連結された中継溝４が、
常用排水口５０および溢水防止用排水口６０からの排水を受けるように、桝本体１０の他
方の側壁１７に沿って設置されている。このため、常用排水口５０から排水される処理水
および溢水防止用排水口６０から排水される過剰な原水は、この中継溝４を通って下流側
の排水溝３へ流入する。ここで、常用排水口５０から中継溝４へ排水される処理水の飛散
を防止するために、常用排水口５０にコルゲートフリュームを取り付けてもよい。同様に
、溢水防止用排水口６０から中継溝４へ排水される原水の飛散を防止するために、溢水防
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止用排水口６０にコルゲートフリュームを取り付けてもよい。
【００２３】
　上記構成の油水分離桝１において、上流側の排水溝２を流れる雨水等の原水は、油水分
離桝１への流入水として、流入口４０から流入槽１１に流入し、流入槽１１に貯水される
。流入槽１１の水位が上流側仕切壁２０の連通口３０の下端３０２の高さまで上昇すると
、流入槽１１に貯水された流入水の一部が、この連通口３０を通って整流槽１２に流入し
、整流槽１２に貯水される。そして、整流槽１２の水位が下流側仕切壁２０の連通口３０
の下端３０２の高さまで上昇すると、整流槽１２に貯水された流入水の一部が、この連通
口３０を通って排水槽１３に流入し、排水槽１３に貯水される。さらに、排水槽１３の水
位が下流側仕切壁２０の連通口３０の下端３０２の高さまで上昇すると、各槽１１～１３
の水位はともに上昇する。そして、各槽１１～１３の水位が常用排水口５０の下端５０１
の高さまで上昇すると、排水槽１３に貯水された流入水の一部が処理水として常用排水口
５０から中継溝４へ排水され、この中継溝４を通って下流側の排水溝３へ排水される。
【００２４】
　このとき、上流側の排水溝２を流れる原水に含まれている油分および土砂等は、以下に
示すように、桝本体１０の内部に配置された複数の仕切壁２０によって段階的に除去され
る。油水分離桝１への流入水として流入口４０からまず流入槽１１へ流入した原水に含ま
れている油分は、その比重により水面領域に浮上して上流側仕切壁２０により流入槽１１
内の水面付近に滞留する。また、流入口４０から流入槽１１へ流入した流入水に含まれて
いる土砂等は、その比重により水底領域に沈殿して上流側仕切壁２０により流入槽１１内
の桝底１０１付近に滞留する。このため、流入槽１１において油分および土砂等が除去さ
れた流入水が、上流側仕切壁２０の連通口３０を通して整流槽１２へ移動する。
【００２５】
　流入槽１１で油分が除去しきれなかった場合、流入槽１１から上流側仕切壁２０の連通
口３０を通して整流槽１２へ流入する流入水にも油分が含まれているが、流入槽１１で除
去しきれなかった油分は、同様に、その比重により水面領域に浮上して下流側仕切壁２０
により整流槽１２内の水面付近に滞留する。また、流入槽１１で土砂等が除去しきれなか
った場合、流入槽１１から上流側仕切壁２０の連通口３０を通して整流槽１２へ流入した
流入水にも土砂等が含まれているが、流入槽１１で除去しきれなかった土砂等は、同様に
、その比重により水底領域に沈殿して下流側仕切壁２０により整流槽１２内の桝底１０１
付近に滞留する。このため、整流槽１２において油分および土砂等がさらに除去された流
入水が下流側仕切壁２０の連通口３０を通して排水槽１３へ移動する。
【００２６】
　その結果、上流側の排水溝２を流れる原水から油分および土砂等が除去された処理水が
、常用排水口５０から中継溝４へ排水され、この中継溝４を通って下流側の排水溝３へ排
水される。
【００２７】
　さて、各槽１１～１３の水位が常用排水口５０の下端５０１の高さ以上に上昇し、排水
槽１３に貯水された流入水の一部が常用排水口５０から中継溝４へ排水されている状態に
おいて、例えばゲリラ豪雨等により、油水分離桝１の処理量を超える過剰な原水が油水分
離桝１への流入水として上流側の排水溝２から流入口４０を介して流入槽１１へ急激に流
入すると、各槽１１～１３の水位がさらに上昇する。そして、各槽１１～１３の水位が溢
水防止用排水口６０の下端６０１の高さまで上昇すると、流入槽１１に貯水された流入水
の一部が油水分離桝１で処理されることなく溢水防止用排水口６０から中継溝４へ排水さ
れ、この中継溝４を通って下流側の排水溝３へ排水される。
【００２８】
　このように、本実施の形態によれば、ゲリラ豪雨等により大量の雨水等の原水が油水分
離桝１に急激に流入した場合、油水分離桝１の処理量を超えた過剰な原水は、油水分離桝
１から溢水することなく下流側の排水溝３に排水される。したがって、油水分離桝１から
の溢水を効果的に防止することができる。
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【００２９】
　なお、本発明は上記の実施の形態に限定されるものではなく、その要旨の範囲内で数々
の変形が可能である。
【００３０】
　例えば、上流側の排水溝２を流れる原水を所期のルートで下流側の排水溝３へ導くこと
ができれば、桝本体１０に形成される各通水口４０、５０、６０の位置は適宜に変更可能
である。上記の実施の形態では、流入口４０を、桝本体１０の側壁１４～１７のうち、油
水分離桝１が設置される小段の上方の法面側に向けられる側壁１６に形成しているが、例
えば、上流側側壁１４に流入口４０に形成してもよい。また、常用排水口５０および溢水
防止用排水口６０を、油水分離桝１が設置される小段の下方の法面側に向けられる側壁１
７に形成しているが、例えば、常用排水口５０は、下流側側壁１５に形成してもよく、溢
水防止用排水口６０は、上流側側壁１４に形成してもよい。なお、この場合には、それぞ
れの排水口５０、排水口６０から下流側の排水溝３へ排水を中継可能な中継溝４を設ける
必要がある。
【００３１】
　また、上記の実施の形態においては、２枚の仕切壁２０により、桝本体１０の内部を、
連続する３段の槽１１～１３に仕切っているが、桝本体１０の内部に設ける槽の数は、要
求される油水分離性能等に応じて適宜に変更可能である。例えば、連通口３０が形成され
た仕切壁２０を桝本体１０内に追加することにより、桝本体１０の内部に４段以上の槽を
設けるようにしてもよいし、いずれかの仕切壁２０を省略して桝本体１０内の槽を２段に
してもよい。
【００３２】
　また、上記実施の形態においては、桝本体１０の内部を、流入口４０が形成された側壁
１６に沿った方向に連続する多段の槽１１～１３に仕切っているが、流入口４０が形成さ
れた側壁１６から所定の間隔おきに連通口付きの仕切壁を桝本体１０内に配置することに
よって、桝本体１０の内部を、流入口４０が形成された側壁１６からその対向側壁１７に
向かって連続する多段の槽に仕切ってもよい。
【００３３】
　また、油水分離桝１は、現場打ちにより上流側の排水溝２、下流側の排水溝３、および
中継溝４と一体的に形成してもよいし、あるいは、プレキャスト製品とし、現場にて、上
流側の排水溝２、および下流側の排水溝３と連結された中継溝４と連結してもよい。例え
ば、図６に示す本実施の形態に係る油水分離桝の変形例１ａに示すように、現場打ちにて
枡本体１０と中継溝４とを一体的に形成して、常用排水口５０および溢水防止用排水口６
０をそれぞれ中継溝４の側壁４０１で囲むことにより、常用排水口５０および溢水防止用
排水口６０から中継溝４へ排水される処理水の飛散を防止してもよい。
【符号の説明】
【００３４】
１：油水分離桝、　２、３：排水溝、　４：中継溝、　１０：桝本体、　１１：流入槽、
　１２：整流槽、　１３：排水槽、　１４、１５、１６、１７：桝本体１０の側壁、　２
０：仕切壁、　３０：連通口、　４０：流入口、　５０：常用排水口、　６０：溢水防止
用排水口、　１０１：桝本体１０の桝底、　１６０：側壁１６の上端、　１７０：側壁１
７の上端、　２０１：仕切壁２０の上端、　２０２：仕切壁２２の下端、　３０１：連通
口３０の上端、　３０２：連通口３０の下端、　４０１：中継溝４０の側壁、　５０１：
常用排水口５０の下端、　６０１：溢水防止用排水口６０の下端
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